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島研、自分たちの世代について

―奨励会時代、皆さんは伝説の「島研」に所属されてい
たそうですね。
森内　島研は島朗九段が主催する研究会です。奨励会の有
段者になった頃に島九段から誘いがあり、佐藤さんにお声
掛けして３人で勉強会を始めました。研究会は練習将棋を
指すのがメインで、２人が指しているときは１人が記録係
をやるユニークなシステムでした。２人の将棋を見ていて
も勉強になり、対局にも役立ちました。その後、羽生さん
も入られて４人の研究会になりました。活動期間は５年ぐ
らいでしたが、とても濃密な時間でした。
佐藤　島研は対局の後に検討をする時間が長かったのです
が、実際に駒を動かすわけではなく頭の中で考えながら検
討していたので、はたから見れば何をやっているか分から
なかったでしょうね。当時はパソコンでデータを見ること
もなく、自分の記憶力頼みでした。島さん、森内さん、羽
生さん、いずれも記憶力がすごくて、分析力、解析力に優
れていたのが印象に残っています。若いときにはこういう
脳内将棋で同時に５局ぐらい対戦したこともありました。
羽生　私は２局までやったことがありますが、それ以上は
無理なので全部断っています。
森内　私は３局対戦しましたが、２局は勝ったものの最後

は反則負けをしてしまいました。そのとき佐藤さんは３局
とも勝利して、プロの面目を保ってくれました。
―皆さんの世代が将棋の世界を変えてきたと思うのです
が、それについてどう捉えられていますか。
森内　羽生さんが活躍されて、ニュースや新聞など、それ
までになかったような取り上げられ方をすることが増えて
きて、将棋界の認知度が上がったと思います。
羽生　佐藤さん、森内さんを含め世代の近いところで強い
棋士がたくさんいるので、すごく大変だった面はあります。
一方で、棋士の世界は長期間にわたり１人で走り続けるの
は大変ですが、周りに強い人がいるので切
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ことができました。マラソンでも１人で走るのは大変です
が、集団で走る方がタイムも伸びるし、良い結果が出る。
それと似た面があります。

いろは坂事件

―インターネット上に「いろは坂事件」というものがあり
ました。皆さんが20代の頃に起こった事件ということで
すが。
佐藤　私が20代半ばで車の免許を取ったばかりの頃、日光
で王将戦のタイトル戦があり、せっかくだから車で行きた
いと考えました。羽生さんが対局者だったのですが、そこ
で森内さんを誘って一緒に日光まで行きましたが、冬だっ
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話題は多岐にわたった。
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たので路面が凍結し、同乗していた森内さんの寿命が縮
まったということがありまして。帰りは羽生さんも一緒に
ということになり、初めて３人で同乗したのですが、夜の
首都高でどんどん他の車に抜かれる状況でした。お二人の
寿命をさらに縮めてしまったのではないかと思います。
森内　実は佐藤さんがノーマルなタイヤでいろは坂を上ろ
うとしていらっしゃるので、ちょっとそれは無謀なんじゃ
ないかと申し上げて、車を降りタクシーに乗り換えて行っ
たので事なきを得ましたが、そのまま乗っていたら何が起
きていたのか。
佐藤　森内さんに的確なアドバイスをいただいたので、今
の私があるのかなと。
羽生　二日制の対局でしたので普通は泊まるのですが、早
い時間に負けてしまったので、その日のうちに帰れること
になりました。佐藤さんと森内さんが車で来ていたので、
それだったら乗せて行ってもらおうと、一緒に帰りました
が、後になって佐藤さんが免許を取り立てで、首都高に乗
るのも初めてだったと聞いて「なるほど！」と思いました。

昨今の将棋人気について

―藤井聡太竜王、里見香奈女流五冠の活躍など最近の将
棋界の動きをどう思いますか。
森内　羽生さんが七冠になるか、というときにもかなり盛
り上がり、マスコミなどにも取り上げられました。藤井さ
んの場合は四段になってすぐに連勝を重ね、対局室にもマ
スコミの方が押し寄せるようになり、将棋会館に人が入り
過ぎて「大丈夫か」と心配するほどでした。今は五つのタイ
トルをお持ちで、フィクションでもあまりないような、イ
ンパクトがある出来事が続いています。将棋界としてはあ
りがたいことです。
羽生　藤井さんは半世紀ぶりぐらいに最年少棋士の記録を
塗り替えました。今は、ここ数十年の中で昇段が制度的に
一番難しい時期です。それにもかかわらず記録を塗り替え
たことに価値があると思います。デビューして29連勝して、
歴代の記録を塗り替えたこともすごいですが、年間の勝率
が８割ぐらいと、記録面、数字面が突出しています。特に

すごいなと思うのは、指している将棋にミスがないところ
です。10代の頃はまだ粗削りで、攻めは得意だが守りは苦
手とか、強い部分は突出しているけれど弱い部分があると
いうのが普通で、20代や30代になってから総合的に完成し
ていくのですが、藤井さんは今の時点で完成されている。
隙が見当たらない。インタビューの受け答えも、とても10
代とは思えません。
　里見さんはもともと女流棋士であると同時に奨励会の三
段に在籍していて、あと一歩のところにはいたので、実力
的に編入してもおかしくありません。ただ対戦相手が新人
棋士５人ということで、かなりハードルが高い。それでも
ガラスの天井を打ち破ってほしいと思っています。
佐藤　将棋界は「男女を問わない棋士」と「女性が対象の女
流棋士」の２種類に制度が分かれています。里見さんは女
流棋士でありながら、棋士の資格を得るためにチャレンジ
しています。資格を得るための条件は厳しく、公式戦で一
定の成績を上げないとチャレンジできませんが、ここ１、２
年でかなりレベルアップされたのだと思います。女流の対
局のほか、棋士の公式戦でも女流の推薦枠で多く対局され、
同時に編入試験の対局をすることになるので負担は大きい
と思いますが、100％の力を発揮していただきたいと思って
います。

AIと将棋

―AIを将棋にどう活用していったらいいのでしょうか。
森内　チェスでは1990年代後半にIBMの開発したディー
プ・ブルーというスーパーコンピューターが世界チャンピ
オンを凌
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する出来事があって、将棋の世界もいつかそう
いう時期が来るだろうと考えてはいました。AIの発展によ
る良い面と、難しくなっている面があります。しかしこれ
から社会の中で起こり得ることが将棋界で早めに起きてい
ると考えれば、それが参考となり、何かの形で世の中の役
に立てば価値あることになると思います。AIの指し方を研
究して強くなっていく人もいれば、自分の個性を磨いてい
く人もいて、その辺りは多様化の時代を迎えているのかな
と思っているところです。
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―1990年代半ばに、日本将棋連盟で棋士の皆さんにアン
ケートをして「AIが人間より強くなるのはいつだと思いま
すか」と聞いたら、人間を超えられないとか、超えるけれど
いつかは分からないという声が多い中で、羽生さんは
2015年と答えられたということですが。
羽生　これは私自身の見解というよりも、その頃から認知
科学の世界の人たちと交流があって、「もうこれからはソフ
トの開発をしなくても、ハードウエアの進歩で確実に人を
追い抜きますよ」という話を聞いていたので、そのままアン
ケートに答えたら、たまたま当たったということです。い
わゆる機械学習や画像認識など、ここ10年ぐらいのAIの世
界の技術革新によって、将棋のAIも飛躍的に記録が伸びま
した。AIは将棋を、われわれが思うような将棋として捉え
ているのではなく、正方形の空間の中で行われている情報
処理として対処しているということですので、囲碁やチェ
スや他の競技に転用することも可能です。カテゴリーの枠
を超えて同時並行的に発展させているというところに、AI
の大きな特色があると思っています。その一方で、棋士が
ただAIを真似するようになってしまっては棋士の存在価値、
存在意義がないと思うので、私自身は発想の幅を広げると
か、アイデアの幅を広げるとか、そういう使い方が良いの
ではないかと考えています。これから先の若い世代の人た
ちは、新たな活用法や学び方なども見つけ出してくれるの
ではないかということも、ちょっと期待しています。
佐藤　ここ数年のAIの進歩によって棋士自身のアプローチ
の仕方が変わったと思います。ビッグデータのような形に
なっていますので、何が正しくて何が違っているのか、従
来の勉強以上に研究する時間も膨大になったという面では、
より大変な時代なのかなと思います。見る方にとってAIは
絶対ではないものの、一つの指針として楽しんでいただく
ことが増えているように思います。ただ私自身はあまり使っ
ていません。私の指した将棋をAIに入れると評判が悪く、
勝率が50%を切ってしまいます。それでも取り入れていか
なければ競争には勝ち残れないので、必要なことは取り入
れつつも、人間の持つ能力を信じてやっていきたいと思い
ます。
―今はまだ将棋は奥深く解明されていませんが、AIが将
棋を完全に解明した後、将棋はどうなるのでしょうか。

森内　プログラマーの方の話を聞くと将棋のAIの力は、今
は伸びてはいるけれど、解明にはほど遠いという認識のよ
うです。その後どうなるのかは、ちょっと想像がつかない
ので、楽しみにしたいと思います。強いソフト同士がやっ
ても勝ったり負けたりしているので、解明にはまだまだ遠
いという認識を私は持っています。
羽生　将棋の可能性は10の70乗ぐらいといわれています
が、10の70乗というのは宇宙の原子の数と同じぐらいの可
能性があるということなので、まあ当分大丈夫だろうと思
います。ただ私は逆に、どのぐらい奥深いものなのか、ど
れぐらい難しいものなのか分からないまま、AIがこれだけ
進んでも解明できないルールを400年も前に作った先人の
知恵や歴史、英知を強く感じるようになっています。

日本の将棋の特徴

―将棋は近代的な部分と歴史的な部分がうまくミックス
された世界だと思います。
羽生　将棋はインドが発祥でチャトランガといわれている
双六から始まっています。海外では基本的にマインドスポー
ツ、頭脳スポーツという、スポーツのカテゴリーに分けら
れていることが多く、中国でも体育局が管轄になっていま
す。日本では伝統文化ということで、江戸時代は家元制度
でしたから、歴史的なルーツは共通していても、社会の中
での位置付けはかなり違います。日本の将棋は取った駒を
もう一度使えますし、自分と相手の駒の色が同じであるの
も独自の特徴です。慣習的なことでは、和服を着て、畳の
部屋で、挨拶をして始まり、挨拶をして終わるところは、
400年前も今も変わりはありません。しかし、技術的なこと
や盤上で起こることはテクノロジーの世界と同じように、
古いものが新しいものにどんどん駆逐、改変され、進化し
ていきます。
―将棋界の展望も含めて、佐藤さんから100周年記念の
ご紹介をお願いします。
佐藤　日本将棋連盟としては、将棋は日本の伝統文化で、
世界最高の知能ゲームと自負していますので、日本全国、そ
して世界に向けて将棋の魅力を発信し続け、普及にまい進
していきたいと考えています。将棋連盟は歴史を積み重ね、
2024年に創立100周年という節目を迎えます。竣工から約
半世紀経ちました東西の将棋会館も移転が決まりまして、
その事業を進めている最中です。建設に向けて皆さんのご
支援、ご協力を賜っていますので、ぜひよろしくお願いし
ます。また、これまでも会員企業の皆さまには棋戦の主催、
協賛などをいただいています。将棋を通じた日本文化への
貢献としてご協力を賜れれば幸いです。どうぞよろしくお
願い申し上げます。


